	表題：第１５回DSC勉強会

	日時：

2008/11/12　17:00～18:40
	場所：

慶応義塾大学三田キャンパス東館６F
	記録：egawa
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	１．事務局連絡 石戸

・開会挨拶
－評議員会検討、メルマガ掲載及び登録者募集について

２．各部部会からの報告

２−１．システム部会　パナソニック 窪田様

・標準システムガイドライン公開
－11月1日にDSCウェブサイトにアップ、11月3日に映像新聞に取り上げられる。
－11月6日開催システム部会の経過報告、次回以降の8回の議論で次の課題を詰める。
・システムガイドブック作成

－システム分類と用語定義の確認のためガイドブックの作成を検討。ドキュメントでの説明からマップへの落とし込み。来年6月を完成予定。（デジタルサイネージ ジャパンには間に合わせたい）

　・第8回部会から３WGを開始

　　－部会内での情報共有、勉強の必要性を感じロケーション、システム、コンテンツのWGを開始、各部会と連携した取り組みをしたい。
次回のシステム部会は12月4日に第9回目を予定。

２−２．指標部会　彩ネットアド 佐々木様

・指標ガイドライン公開
－DSCウェブ会員サイトに指標ガイドラインをアップ。
　グループ分けからの指標モデル、設置場所、接触人数など指標から広告価値を高めることを目的としている。

・今後の取り組み
　－具体的にどこまでの指標を検討していくか討議。
　－SP関連の情報収集。

　－ロケーション、システム部会との連携でDSがどこに、いくつあるのかを情報収集、実証実験を行いたい。

次回の指標部会は未定。

２－３ ロケーション部会　KMD 佐藤
　・部会での取り組みについて
－10月に部会を立ち上げ。目的として設置場所によりセグメントされたターゲットを持つ人が集まるロケーション状況について検討。
　　－広域メディアとしてのDS、建築／設計からのDSを検討。

　　－幹事会社としてシスコシステムズ合同会社様、都市情報映像様、オリコム様に依頼。

　　－部会メーリングリストで意見募集のアンケートを実施。
２－４．プロダクション部会　事務局 江口
・部会での取り組みについて
　　－幹事会社としてニューフォリア様に依頼。

　　－部会方針の策定。6月のデジタルサイネージ ジャパン向けアワードや権利処理の検討を行う。権利処理は調査研究会との連携で部会内に著作権WGを設け検討。

　　－6月デジタルサイネージ ジャパン
　　　⇒実行委員会で企画などmtg。

　　－3月リテールテック

　　　⇒DSCとして何を行うか検討。基調講演やワークショップを予定。

次回のプロダクション部会は11月25日15時～17時を予定。
３－１．ゲストプレゼンテーション１　株式会社プラットイーズ 矢本様
「デジタルサイネージの運用と広告マネジメントの留意点－放送CM視点のリクエストに対するソリューション－」
・プラットイーズのご紹介
　－放送・映像配信の運用イメージや営放システムを例に収入見込み、予算計画、編成表、広告営業、CM素材管理、プレイリスト作成、請求書発送までの実績を説明。
・デジタルサイネージの運用の概要

　－マルチロケーションでのテレビ放送広告と屋外・交通広告の比較。広告代理店よりニュースの後に自社CMを出したい、時間、場所でのリクエストが多い。今後、時間と場所をマネジメントしたコンテンツ展開が必要になりCM総量と滞在平均時間での比率を工夫したオペレーションが大切。
・広告マネジメントのポイント

　－チャンス指定や競合とのセグメントに対するリクエストにどのように運用しているか説明。複数ロケーションでの配信～ターゲット設定、プレイリスト作成フロー、コンテンツ／広告のステイタス管理、ロケーション毎の販売管理、コンテンツ評価など。
３－２．ゲストプレゼンテーション２　NHKエンタープライズ　宮崎様
「ヨーロッパ・デジタルサイネージに見る効果測定とアピール方法について」

　・AMSTERDAM  IBCについて
　　－放送機器に関する大手会議。初めてデジタルサイネージの事例を紹介。CBS Outdoorではロンドンの地下鉄でのLCD（大型スクリーン）、DEP（小型スクリーン）、XTP（ハイビジョン）のクロスプラットフォーム展開を3ヶ月前より開始。クリス
マスまでに100台を目指す。DEPではプレイリストを編成し時間ごとにコンテンツが変わる。LCDではニュースの見出しから売店での購買を高める展開。
　　－CBS Outdoorではワンフロアで全てのDSを一元管理しスクリーンでモニタリング。
　　－ロンドンでは市外に住む人が増え、地下鉄中での滞在時間が延びた。

　　－CBS Outdoorでは144億円を投資しロンドン地下鉄会社と2014年まで契約、効果についてロンドン大学の心理学と広告を見て楽しいか？、目立つか？、アイドラッカーでの視点観測など共同研究を実施。

　・IBC デジタルサイネージ会議
　　－ダイナマックス・テクノロジー事例。スーパーマーケットでは店内広告が有効な手段である。ユーザーは店内で買う商品を決める確率が高い。

　　－デジタルスクリーンネットワーク事例。ZAVIのすべての店をサイネージ化しアーティストプロモーションなどに活用。クライアントとしてマイクロソフトなど。
　・NHKエンタープライズの取り組み

　　－東京ミッドタウンでの200インチスクリーン、鹿児島・篤姫館での展示実験、ウォークインミュージアムのイメージ説明。今後は新しい演出へのチャレンジ、空間環境作りへの貢献、新しい展示ツールの開発、教育分野での展開に取り組む。
３－３．ゲストプレゼンテーション３　社団法人日本印刷技術協会　郡司様

「PAGE2009でのデジタルサイネージブースへの御協力依頼」
・活動内容について
　　－印刷業界で公益法人としてシンクタンク的な動き、クロスメディアとの融合での指針作りを行っている。

　　－土地の名士が地域の印刷業を行っているケースが多く地域の総合広告産業（サービス産業）の役割を担っている。

　　－Drupa2008はデュッセルドルフで開催され印刷関係では世界１のイベント。
　　－アナログ印刷はマスメディアと共に成長してきた。デジタルサイネージの用途も大切だがPODとサイネージを融合させたモデルも成功する可能性がある。ワンマンオペレーションでPDFから本ができるソリューションも開発されている。
４．事務局連絡 小田
・KMD学生から東京のデジタルサイネージマップ作成の依頼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上


